
 

千葉支部会員の皆さまからのお便り ①

 

宮本(神宮寺)まき子 英大 19回 浦安 

  

津田塾・恋々50 年 

♬ ラヴァーズレイン ･･･ 別名「たきおち川」、 

藤田たき学長が小川を飛び越そうとしてハマった伝説。 

まさかあの巨体でと新入生たちが笑ったら、「若き日の彼女

はカモシカのようでした」と古参教授がポツリ。 

老後などチョー想定外の青春が繰り広げられた小道だっ

た。 

 

♬ ストーム ･･･ 一橋大小平寮の「肝試し」的、 

女子寮侵入行為のこと。夜更けに窓の下で「○○さ〜ん、

好きだあ」と叫ぶか、ギター伴奏でフォークソングを歌う。気

がついた門番が自転車で飛んできて、野球バットを振りま

わして集団を蹴散らすという繰り返し。 

後に、週刊朝日で彼は「恐怖のバットマン」として紹介され

た。 

 

♬ 寮でボランティア ･･･ 地方からの受験生に四寮

で５００人以上の２泊３日５食付き格安プランを提供した。春

休みに居残った学生たちがエプロン姿で甲斐甲斐しくお世

話し、自分たちは折り詰めの細巻き状態で雑魚寝する。受

験の経験者たちは底なしに優しかった。 

 

♬ 苦学生 ･･･ 授業料は他の私立の半額、三食光熱費

込み寮費の７千円のうち、食費は府中刑務所と同額だっ

た。高価な外書本は図書館のリザーブ棚にあったし、学生

課は、金欠常連者に家庭教師のバイトや放課後の教室清

掃の賃仕事を紹介。温かく親切に接してくれた。 

 

♬ プライバシー？何、それ？ ･･･  

５０年前、学生の７割近くが寮生だった。 

２－４人部屋での占有面積は約一坪。鍵ナシ、郵便箱ナシ

で生活態度も秘密文書も丸見え。 

団欒もケンカも日常茶飯事で、距離や間の取り方、 

妥協のタイミングも、ぜ〜んぶ寮生活で学習。 

振り返ればもう一つ学校に通ったようなもので、赤毛のアン

よろしく「生涯の友」を得た人も多い。 

 

♬ 寮監先生 ･･･ 四つの寮の監督者は、それぞれ 

個性的な津田 OG だった。東寮の高木先生は「甘やかされ

たグータラ娘どもを叩き直して世に送り出す」のを天職と心

得える人。鬼軍曹のごとくしごかれて何とかサマになったの

も事実なれど、「あの学生はダメ、この彼氏も振っちゃいな

さい。」と、男を見る目もハンパじゃない。それでいて休日に

寮にいると「デートの相手もいないとは情けない！」 

この振り幅の大きさに慣れていたから、上司や姑のそれに

動じなかったのも事実である。     

藏内(石黒)玲子 英大 9回 市原 

   

千葉の４５年 

♪昭和 50年 4月に私達一家は千葉県市原市姉崎に転居した。労災

病院以外に耳鼻咽喉科のなかった地元の要請に応じて、耳鼻咽喉科

医院を開業した。夫は福岡県生まれ。私は東京生まれ。慣れない 

土地での私の生活は一変した。それまで、勤務医の妻として実家の

近くに住んでいた私はいろいろな面でゆとりがあった。  

♪開業初日から患者さんが早朝から列をなして扉が開くのを待って

いる光景には驚いた。私は喜んで( ? )医院のお手伝いをした。 

小５の長女と小４の長男の世話も出来ない程の大忙しの生活が始ま

った。文字通り朝から晩まで働き詰めだった。 

唯一の楽しみは日曜日。自家用車で 15分もかからない程近い 

姉ヶ崎ＣＣでのゴルフだった。  

♪平成 13年に夫が他界した後に、長男が医療法人社団を設立し理

事長に就任した。私は常務理事に就任し、お給料を頂いている。 

業務は経理全般と労務を管理し資料をきちんと整理して税理士に渡

す事。法人の税務申告は資格を持たない私には無理。以前のように

医療現場に居なくてよいので時間のゆとりができた。   

♪吉祥寺に住んでいる私の高校の友人が、荻窪のヴォーカル教室に

通っていると聞き、直ぐに見学に行った。「何か歌いたい曲はあり

ますか？」と川合先生に優しく訊かれ、小学校の時から大好きだっ

たドリスデイの”Sentimental Journey”と答えた。先生のピアノ

伴奏で、とても気持ちよく歌えた。カラオケではなく生伴奏で歌え

る事に感動して直ぐに生徒にして下さいとお願いした。 

第２第４土曜日片道２時間もかけて休まずに通った。 

♪発表会のコンサートはホール貸切りで年２回春と秋に開催され

た。バンド生演奏で好きな歌をソロで歌えるのが楽しみだった。 

現在は新型コロナの影響でコンサートが延期になっている。  

♪永島先生は元プロ歌手であっただけに本当に素晴らしい歌声の持

ち主。その先生に自宅でボイストレーニングを受けている。英語は

言葉そのものにアクセントがあるので WORDを音符に乗せやすく 

歌いやすい。日本語の歌は難しい。どうしたら聴衆に歌を上手く伝

えられるか、母音を大事にする事、歌全体のメリハリの付け等々、

歌うコツを教えて頂いている。  

♪歌は幸せ、歌は生き甲斐 市民会館で開催される市原市老人連盟

主催のコンサートにも時々出場している。今年も７月に越路吹雪の

「サントワマミー」を一番手で歌い、大喝采を頂いた。若い時より

も声が出るし、歌が上手くなったと自負している。 

歌えることは幸せでもあり生き甲斐だ。    

♪研鑽は若さの秘訣 贅沢な事にバークレー音大出のプロのジャズ

ピアニスト遠藤先生にも月に１回自宅でレッスンを受けている。 

荻窪で歌う歌はすべて弾き語りで歌う。子供の時にピアノは習った

が途中で挫折。勿論他人の伴奏は出来ない。遠藤先生は私のキーで

私が弾ける程度にアレンジして「my楽譜」を作成して下さる。 

弾き語りをするのは私の最大の楽しみであり脳の活性化にもなる。

いつまでも若さを保つ秘訣かもしれない。 

 

津田塾同窓会合唱団ゼンガーフェスト 
2020 年 9 月練習再開しました。 

（現在同窓会室閉鎖中のため、区や市の施設使用） 

火・土曜の 13 時～15：30（原則月 4 回） 

コンサート 2019 年 7 月に実施（原則隔年） 

入会希望者は西田優子（英大１９回）まで 

Tel:048-886-5865 

gracewest@jcom.home.ne.jp 

ふれあい親睦ゴルフ 

年 2 回 3・９月 

最終週の木曜集合・金曜ゴルフ 
2020 年も密を避けて実施しました 

希望者は斉藤みどり（英大 22 回）まで 

Tel: 03-3265-4505 

mi4saito@giga.ocn.ne.jp 



 

千葉支部会員の皆さまからのお便り ② 

大宮（勝丸）)仁美 国大９回  

市川に根づいて 31 年、近くにある梨畑の

美味しい梨を頂いて、子どもたちも孫たち

も皆すくすく大きくなりました。 

広瀬（松岡）いずみ 国大 14 回  

四街道に住んで四半世紀、今年は12年

来の職場を替わり、伴侶を得、今全国通

訳案内士の試験結果待ちです。 

高橋（今井）直美 英大 44 回 茂原 

 

中学現場で 3 月から新型コロナ対応

に苦慮しています。中 3 最後の夏の

大会や修学旅行が中止。体育祭や音

楽祭は感染防止対策徹底の上で実

施。給食は全員正面を向いて無言で

食べます。制限が多い学校生活で子

供たちが気の毒になることも多々あ

りますが、休校期間を思い返すと教

室で一緒に勉強できることの貴重さ

を実感します。「当たり前」のありが

たさ、新しい「当たり前」を創る難し

さを生徒と共に感じる日々が続いて

います。 

阿波村（井上)信子 英大 21 回 流山 

 

早くも 70 才を超え、いつまでも自分の

脚で動けるようにと、同年齢のメンバ

ーが参加しているジムに週一回通って

います。また松戸の大学の生涯学習

の講座(この講座の講師は一年後輩

の児玉万里子さん、講座を受けてい

るメンバーも津田の同窓生が数名)に

通って刺激を受け、長年のマンネリ化

した主婦業に変化を求め、日々過ご

しています。 

西出（中村）敏子 英大 2１回 千葉 

 コロナ禍で寂しい思いを致しましたが 

「山帰来」という句集を作る事が出来まし

た。その中から三句、ご披露致します。 

 

遣り水に読経流るる萩の庭 

初冠雪終えたる後の富士静か 

鏡ふく明かるき春の光かな 
群丘水木（むらおかみずき） 

小榑（阪口）京子 英大 20 回 市原       

 結婚後、内房、市原の片田舎でママさんコーラスを少ししたり、女声アンサンブルをし

たり、とびとびに歌にはかかわっていましたが、仕事や育児、介護で歌から離れていまし

た。老後、声楽を志す機会に恵まれ、羽山弘子先生の門を叩いて、５年余。どんどん

のめり込んでいます。毎年、浜離宮朝日ホールでの発表会に出ていて、９月に終えた

ばかりです。 

  ここ１年は、同窓の西出さんに誘われ、外房地区でのグループ「トケ・トスカーナ」で

の活動もしていました。房総地区で同窓に巡り合えた機会にと、２０２１年１１月にデュオ

コンサートを千葉市生涯教育センターホールで開く予定です。二人で力を合わせて、

良いコンサートに出来るよう頑張ります。皆さんに聴きにお越しいただければ幸です。 

櫻井（桜井）まち子 英大 19 回 浦安 

外語大で心理相談に携わっています。

学生時代を折に触れ思い出す時間で

す。今は遠隔授業で孤独に学ぶ学生さ

んのお困り感を zoom で聴きながら、コロナ

禍が下火になり対面でのカウンセリングが

叶う日を待つ日々です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 津田塾大学同窓会千葉支部 会計報告 2020 年 2 月～2021 年 1 月 

収入の部   支出の部   

科目 金額（円） 科目 金額（円） 

繰越金 ¥335,995 第 9 回総会（2020.2.15）費用 ¥242,412 

同窓会本部補助金 ¥231,200 会報第 9 号作成費 (2021 年 1 月) ¥51,290 

第 9 回総会（2020.2.15）会費 ¥230,400 会報第 9 号発送費 ¥120,666 

利子 ¥2 会議・作業費 \34,241 

    役員交通・活動費 ¥39,000 

    繰越金 ¥309,988 

計 ¥797,597 計 ¥797,597 

  会計；木村真由美 

 

 
  

 

編集後記に代えて 

 

① ボランティア募集 

10 月 30 日の総会当日、 

開会前の約 1 時間 

お手伝い願えませんか。 

 

② 次号への投稿依頼 

さまざまな年代の方の近況

や県下のミニ同窓会活動

のご報告をお待ちします。 

総会欠席の方もぜひ 

ご投稿下さい。 

（投稿期限； 6 月末） 

 

連絡先： ①②とも、 

y.n.7272@i.softbank.jp 
       永沼洋子 

 

mailto:y.n.7272@i.softbank.jp
mailto:mellow3649@gmail.com

